
農業委員会総会議事録 

1. 開催日時 令和 7 年 1 月 8 日（水）9 時 30 分から 11 時 15 分 

 

2. 開催場所 役場 2 階 大会議室（第 6） 

 

3. 出席委員（14 人） 

 会長         １番 宮島 勇 

 会長職務代理   ２番 野澤 典生 

 農業委員      ３番 青木 博子 

４番 飯澤 誠 

５番 小野 耕一 

６番 上島 栄子 

             ７番 赤羽 秀介 

 推進委員         春日 昭利 

立澤 富朗 

                  根橋 俊夫 

                  大井田 亨 

小松 英幸 

                 有賀 則幸 

                 瀬戸 真一    

                        

4. 欠席委員なし       

 

5. 議事日程 

議案第１号 農地法の規定に基づく許可について《諮問案件確認》 

議案第２号 農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について 

議案第３号 農地利用集積計画（農地中間管理事業）について 

       議案第４号 農地利用配分計画（案）について 

       議案第５号 非農地の承認について 

       報告事項 

 

6. その他  

 



7. 農業委員会事務局職員 

事務局長   役場産業振興課長 岡田 圭助 

 事務局次長  役場産業振興課補佐兼農政係長 田中 博 

           役場産業振興課農政係 中澤 貴子 

8．会議の概要 

＜岡田事務局長＞ 

皆さんおはようございます。旧年中は皆さんにはいろいろな行事にご参加、ご協力

いただきまして誠にありがとうございました。この場を借りまして、改めて本年もどうぞよ

ろしくお願いします。 

若干定刻より早いですが、全員本日お揃いですのでただいまより会の方を進めさせ

ていただきます。開会を野澤職務代理お願いいたします。 

（開会） 

＜野澤職務代理＞ 

皆さんあけましておめでとうございます。いよいよ私達も最後の締めの年となりまし

た。寒い中皆さんでご参集いただきましてありがとうございます。 

これから農業委員会の総会を開始いたします。よろしくお願いします。 

（会長あいさつ） 

＜宮島会長＞ 

改めましておめでとうございます。本当に昨年中は大変お世話になりありがとうござ

いました。任期の方のあと 3 ヶ月弱というような形になってしまいましたけれども、いず

れにしても今日、インフルエンザですとかコロナとか結構流行している中、みなさんみ

んな元気で揃っていただき本当にありがとうございます。 

地域計画の方もある程度見通しもありますし、目標地図もある程度見通しあります

し、あと地域の説明会を開いて何とか作成という形で終わっていくと思いますのでそれ

までまたぜひご協力の方をよろしくお願いいたしたいと思います。今年もよろしくお願

いします。 

（議事録署名委員の指名） 

＜宮島会長＞ 

議事録署名の方の指名ということで小野さんと上島さんお願いします。 

（議事） 



【議案第１号、３条の規定による許可申請について 1～6 番朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

1 番、所有権の移転でございます。地図は 1 ページをご覧ください。 

神奈川県横浜市…番にお住まいの A さんが所有いたします、 

大字澤底字越道下…番、地目は畑、面積 400 ㎡を、 

大字澤底…番地にお住まいの B さんが取得するものです。 

譲渡人の A さんは相続にて申請地を取得しましたが、町外にお住まいで耕作の予

定もなく、申請地南側にお住まいの B さんが取得し、耕作したいということで申請があ

りました。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能でありま

す。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、青木委員、有賀推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

＜有賀推進委員＞ 

12 月 8 日にですね、青木さんと現地を確認しております。今話がありましたように A

さんは県外にお住まいでして、耕作はできないとのことで隣に住んでいる B さんにお

話をされたところ、購入し管理ができるということでありましたので承認をいたしました。

堺もしっかりしていますし、自己保全等もしていましたので今後継続した耕作ができる

かと思われます。よろしくお願いします。 

＜宮島会長＞ 

はい、ありがとうございました。この件につきまして何か質問ご意見のある方の挙手

をお願いしたいと思います。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手

をお願いしたいと思います。(全員挙手)はいありがとうございました。 

＜田中事務局次長＞ 

2 番と 3 番は譲受人が同じでありますので、合わせて説明いたします。 

所有権の移転でございます。地図は 2 ページをご覧ください。 

神奈川県藤沢市…番にお住まいの C さんが所有いたします、 



大字横川字下飯沼沢…番、地目は畑、面積 52 ㎡と、 

大字横川字下飯沼沢…番、地目は畑、面積 532 ㎡、計 2 筆 584 ㎡ 

および、 

静岡県浜松市…番地にお住まいの D さんが所有いたします、 

大字横川字下飯沼沢…番、地目は畑、面積 1186 ㎡を、 

大字横川…番地にお住まいの E さんが譲り受けるものです。 

譲渡人の C さん、D さんはご兄弟であり、相続にて申請地を取得しましたが、町外

にお住まいで耕作の予定もなく、近隣で耕作をされている E さんが譲り受け、農業経

営の拡大をされたいということで申請がありました。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能でありま

す。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、飯澤委員、立澤推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

＜飯澤委員＞ 

12 月 18 日の日にこの仕事を受けております諏訪の行政書士の上島さんと、それか

ら立澤推進委員と私とで現地を確認いたしました。 

現在は譲り受ける E さんがそばを栽培しておりまして、いずれも地籍調査済みの畑

地で境界もはっきりしております。E さんも機械を保有したりして特に問題ありませんの

で同意をいたしました。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

＜宮島会長＞ 

ありがとうございます。それでは採決の方は別々にしたいと思いますけれどもまず 2

番の方、何かご質問ご意見のある方挙手を願いしたいと思います。ないようですので

採決したいと思います。2 番の件につきまして賛成の方は挙手をお願います。(全員挙

手)はい、ありがとうございました。 

続きまして 3 番について何か質問、ご意見のある方。ないようですので採決したいと

思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。(全員挙手)はい、ありがとうご

ざいます。 

＜田中事務局次長＞ 



4 番、所有権の移転でございます。地図は 3 ページをご覧ください。 

箕輪町大字東箕輪…番地にお住まいの F さんが所有いたします、 

大字伊那富字青木原…番、地目は田、面積 595 ㎡および、 

大字伊那富字青木原…番、地目は田、面積 546 ㎡および、 

大字伊那富字青木原…番、地目は田、面積 755 ㎡、計 3 筆 1896 ㎡を、 

大字伊那富…番地にお住まいの G さんが譲り受けるものです。 

譲渡人の F さんは相続にて申請地を取得しましたが、町外にお住まいで耕作の予

定もなく、農業経営の拡大を目指している G さんが譲り受けるということで申請がありま

した。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能でありま

す。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、上島委員、大井田推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

＜上島委員＞ 

12 月 18 日に G さんと大井田さんと私で現地確認して来ました。箕輪町にお住まい

の F さんは相続で所有していましたが、現在は○○営農でそばを作っていました。近

くに住んでいる G さんの息子さんが新規就農していて、応援するっていう意味もあっ

て土地を探していたそうです。今後は白ネギなどをやってみたいなっていうようなこと

おっしゃっていました。堺もしっかりしていますので、特に問題はないと思います。ご審

議よろしくお願いします。 

＜宮島会長＞ 

はい、ありがとうございました。それではこの件につきまして何か質問ご意見のある

方の挙手をお願いしたいと思います。 

＜野澤職務代理＞ 

すいません、大したことじゃないんですけど。この○○君とお父さんと、どういう。 

＜事務局 中澤＞ 

家族間経営協定を結んでいるので、お父さんと息子さんで農業をやっていくというこ

とで。 



＜宮島会長＞ 

他に何かありますか。ないようですので採決と思います。賛成の方の挙手お願いし

たいと思います。（全員挙手）はい、ありがとうございます。 

＜田中事務局次長＞ 

5 番、所有権の移転でございます。地図は 4 ページをご覧ください。 

岡谷市長地小萩…番にお住まいの H さんが所有いたします、 

大字樋口…番、地目は田、面積 794 ㎡を、 

大字赤羽…番地にお住まいのＩさんが取得するものです。 

譲渡人のＨさんは高齢のため、以前から申請地を耕作していたＩさんが譲り受け、農

業経営の安定を図りたいということで申請がありました。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能でありま

す。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、宮島会長、瀬戸推進委員から意見書をいただいております。 

＜宮島会長＞ 

それでは私の方で説明しますけれども 12 月の 15 日の日に瀬戸さんと私とＩさんと

現地を確認しました。 

この地区については一応辰野町樋口のところですけれども、箕輪の方がほとんど作

っているということで、特にＩさんにはいろいろ経営と管理をしっかりやってもらいたいと

いうことで、借りるわけじゃなくて自分の物に購入したというか所有権を移転したというこ

となんで、自分での土地になっているからとりあえず管理をしっかりしてくださいってい

うことで、わかりましたっていう返事だけはありました。 

そういうことでこの件につきまして質問、ご意見のある方の挙手をお願いしたいと思

います。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと思

います。（全員挙手）はい、ありがとうございました。 

＜田中事務局次長＞ 

6 番、所有権の移転でございます。地図は 5 ページをご覧ください。 

大字伊那富…番地にお住まいのＪさんが所有いたします、 

大字伊那富字北原…番、地目は畑、面積 309 ㎡を、 



大字伊那富…番地にお住まいのＫさんが取得するものです。 

譲渡人のＪさんは相続にて申請地を取得しましたが、耕作の予定もなく、申請地周

辺を耕作されているＫさんが取得するということで申請がありました。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能でありま

す。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該当せず

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、上島委員、大井田推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

＜上島委員＞ 

12 月 19 日に取得するＫさんと大井田さんと私で現地確認して参りました。近々息

子さんの家を建てたいっていうことで水路をはっきりさせたい、させてくださいっていうこ

とでＪさんにお願いしに行ったら、どうしてもこの土地をもらってくれないかっていうか、

あの譲りたいっていうことで現在は草刈りしかしてないので、周囲全部Ｋさんの所有地

なので、ここだけ残っても困るからどうしてももらってくれないかっていうことで取得する

ことになったそうです。 

周囲全部がＫさんの土地ですし、特に問題ないと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

＜宮島会長＞ 

はいありがとうございました。それではこの件につきまして質問ご意見のある方の挙

手を願いしたいと思います。ないようですので採決されると思います。賛成の方の挙手

をお願いしたいと思います。（全員挙手）はい、ありがとうございました。 

【議案第１号、４条の規定による許可申請について 1～2 番朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

1 番、地図は 6 ページを、配置図は 7 ページをご覧ください。 

大字赤羽…番地にお住まいのＬさんが所有いたします、 

大字平出…番、地目は田、面積 978 ㎡を宅地分譲するための申請であります。 

Ｌさんは、宅地建物取引業者の免許を有し、不動産業を営んでおりますが、環境も

良く利便性の良い申請地を取得し、3 区画の宅地分譲地を新設したい計画でありま



す。 

申請地は準工業地域の用途地域内でありますので、農地法第４条第２項第１号ロの

（１）の第３種農地であり、原則許可で問題ないと判断します。 

この件につきましては青木委員、有賀推進委員から意見書をいただいております。 

＜有賀推進委員＞ 

12 月 8 日に再確認いたしました。この件は以前田んぼを耕作したいということで所

有権移転いたしました物件なんですが、今年耕作しようとした結果ですね、どうも田ん

ぼの管理状況が悪くて機械が沈んでしまって耕作ができないということで造成をして、

宅地分譲したいということでもって、お話がありました。 

不動産業を生業としているＬ有賀さんですのでこの結果は当然かと思いますけど、

仕方なく許可いたしました。そういう結果ですのでよろしくお願いします。以上です。 

＜宮島会長＞ 

この件につきまして何か質問ご意見のある方の挙手をお願いしたいと思います。な

いようですので採決したいと思います賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。（全

員挙手）はい、ありがとうございました。 

＜田中事務局次長＞ 

2 番、地図は 8 ページを、配置図は 9 ページをご覧ください。 

大字伊那…番地にお住まいのＭさんが所有いたします、 

大字伊那富字神田…番、地目は畑、面積 33 ㎡を、 

庭として住宅敷地の拡張をするための申請であります。 

Ｍさんがお住まいの住宅用地と申請地は隣接しており、地目変更後は合筆したいと

いうことで申請がありました。 

申請地は準工業地域の用途地域内でありますので、農地法第４条第２項第１号ロの

（１）の第３種農地であり、原則許可で問題ないと判断します。 

この件につきましては宮島会長、大井田推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

＜大井田推進委員＞ 

この件は 12 月 14 日にＭさんと宮島会長と私、3 人で現地確認を行いました。宅地

のところに接近した畑なんですけど、実際畑ちょっと作ってはおられましたが、土地の

形も全部綺麗にしたいっていう意味も含めて、庭にして一つの宅地にしたいという話し



で変更の申請ということです。特に隣近所問題がないっていうことで確認しました。ご

審議のほどよろしくお願いいたします。 

＜宮島会長＞ 

ありがとうございました。この件につきまして何か質問、ご意見のある方の挙手をお

願いします。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手を願いしたいと

思います。（全員挙手）はい、ありがとうございます。 

【議案第１号、５条の規定による許可申請について 1～3 番朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

1 番、所有権の移転でございます。地図は 10 ページを、配置図は 11 ページをご

覧ください。 

大字伊那富…番地にお住まいのＮさんが所有いたします、 

大字伊那富字大新田…番、地目は田、面積 715 ㎡および、 

大字伊那富字大新田…番、地目は田、面積 1037 ㎡、計 2 筆 1752 ㎡を、 

大字伊那富…番地にお住まいのＯさんが取得し、農業用ハウスおよび農業用資材

置場を新築するための申請であります。 

譲渡人のＮさんは相続にて申請地を取得しましたが、耕作の予定はなく、農地の有

効活用を考えておられました。 

譲受人のＯさんは近隣で手広く耕作をされており、耕作に必要な農業用機械の収

納や置場を探しており、このたび申請地を取得し、農業用ハウス 2 棟を新築、および

農業用資材置場を新設したい計画であります。 

申請地はおおむね 10ha 以上の一団の農地が広がる、農地法第５条第２項第 1 号

ロの第１種農地でありますが、集落接続により許可はやむを得ないと判断します。 

この件につきましては、上島委員、大井田推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

＜上島委員＞ 

12 月 5 日に大井田さんＯさん私の 3 人で現地確認してきました。Ｏさんは近くに拠

点があるんですけれど、その周りで土地を探していて、以前自分の拠点の近くのところ

にこれと同じようなことをしたいっていう農地を確保しようとしたんですが、農振地区だ

ったのでちょっと断念したという経緯があり、また近くで探していたっていうことでこの土



地を見つけて取得するということだそうです。大きなビニールハウスを 2 棟立てて、隣

には重機とか置きたいなあというようなことを言っていました。農地転用をしてパイプハ

ウス、土地を整備して重機を置くところを作るそうです。特に問題ないと思いますので、

ご審議よろしくお願いします。 

＜宮島会長＞ 

はい、ありがとうございました。それではこの件につきまして何か質問、ご意見のある

方の挙手をお願いしたいと思います。ないようですので採決したいと思います。賛成の

方の挙手をお願いしたいと思います。(全員挙手)はい、ありがとうございました。 

＜田中事務局次長＞ 

2 番、所有権の移転でございます。地図は 12 ページを、配置図は 13 ページをご

覧ください。 

大字樋口…番地にお住まいのＰ篠
しの

さんが所有いたします、 

大字樋口…番、地目は畑、面積 945 ㎡および、 

大字樋口…番、地目は畑、面積 633 ㎡、計 2 筆 1578 ㎡を、 

中央…番地に所在する株式会社Ｑ不動産が取得し、特定建築条件付土地を新設

するための申請であります。 

通常、宅地のみの分譲については用途地域内に限定されており、それ以外の地域で

の転用は不可とされておりましたが、平成 31 年 3 月 29 日付け農林水産省「建築条件付

売買予定地に係る農地転用許可の取扱いについて」の通知により、一定の要件のもと転

用許可が認められることになったものです。 

その要件とは、「転用事業者と土地購入者とが売買契約を締結し、転用事業者または

事業者の指定する建築業者と土地購入者とが一定期間内に建築請負契約を締結するこ

と」、「一定期間内に建築請負契約を締結しなかった場合は売買契約が解除される契約と

なっていること」、「販売できなかった土地は転用事業者自らが住宅を建築すること」とい

ったものです。 

今回の申請は、農地の有効活用を考えておられた譲渡人のＰさんの申出を受け、株式

会社Ｑ不動産が取得し、利便性の良い申請地を 6 棟の建築条件付売買予定地とした

い計画であります。また、Ｑ不動産は、宅地建物取引業者の免許を有し、不動産業を

営んでおります。 

申請地は、宅地に囲まれた10ha 未満の農地で、いずれの農地区分にも該当しない



広がりのない農地であり、農地法第5条第2項第2号の第2種農地、消極的2種と指定さ

れますが、建築条件付売買予定地としての要件を満たしている為、許可で問題ないと判

断します。今後は住宅の建設工事を含む許可に係る工事が完了するまでの間、進捗

状況の報告を受けることとされています。 

この件につきましては、宮島会長、瀬戸推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

＜宮島会長＞ 

この件につきましては 12 月の 6 日の日に瀬戸さんと私とＱ不動産ということで配置

図の確認をしました。そういうことでいい土地でしたけれども、仕方ないっていうことで

認めましたので検討をお願いしたいと思います。 

それでは、この件につきまして何か質問ご意見のある方の挙手をお願いしたいと思

います。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと思

います。(全員挙手)はい。ありがとうございました。 

＜田中事務局次長＞ 

3 番、所有権の移転でございます。地図は 14 ページを、配置図は 15 ページをご

覧ください。 

伊那市美篶…番地にお住まいのＲさんが所有いたします、 

中央…番、地目は畑、面積 424 ㎡を、 

中央…番地にお住まいのＳさんが取得し、住宅を新築するための申請であります。 

この件につきましては、計画変更申請も同時に提出されておりますのであわせてご

審議をお願いいたします。当初計画者の有賀さんは、住宅用地として平成 2 年 1 月

に５条の許可を受け権利を取得しましたが、勤務先の都合により県外に居住することと

なり計画を断念しておりました。今回は継承者であるＳさんが取得し、住宅を新築する

計画であります。 

申請地は第 2 種住居地域の用途地域内でありますので、農地法第５条第２項第１

号ロの（１）の第３種農地であり、原則許可で問題ないと判断します。 

この件につきましては、上島委員、大井田推進委員から意見書をいただいておりま

す。 

＜大井田推進委員＞ 

本件は 12 月の 17 日に上島委員と私と土地譲受人のＳさん 3 名で現地確認を行っ



ております。特に地域用途問題ありません、ただ東西に畑があります。まだ住宅地域で

はあるものの畑がありますがそこへの影響っていうのはほとんどないという風に判断で

きる状態でありますので、問題ないと思います。よろしくご審議のほどお願いします。 

＜宮島会長＞ 

はい、ありがとうございました。この件につきましては面積計画変更の 425 から 424

に変わったっていうのも含めて質問ご意見のある方の挙手をお願いしたいと思いま

す。ないようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと思いま

す。(全員挙手)はいありがとうございました。 

【議案第 2 号、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について】 

＜田中事務局次長＞ 

利用権の設定であります。計 16 件、20 筆、面積は 20,135 ㎡、詳細は議案書の 10

ページの通りであります。経営面積・従事日数など農業経営基盤強化促進法第 18 条

第 3 項の各要件を満たしております。 

＜宮島会長＞ 

はい、ありがとうございました。この利用権管理台帳につきまして何か質問ご意見の

ある方の挙手をお願いしたいと思います。ないようですので採決したいと思います。賛

成の方の挙手をお願いしたいと思います。(全員挙手)はい、ありがとうございました。 

【議案第 3 号、農地利用集積計画（農地中間管理事業）の決定について】 

＜田中事務局次長＞ 

農地中間管理事業に関しまして、計 2 件、3 筆の利用権の設定であります。 

詳細は議案書 13 ページのとおりでございますが、農地中間管理事業による中間管理

候補農地整理簿に基づき、農地中間管理機構である公益財団法人長野県農業開発

公社と 3 筆、5,120 ㎡について 10 年の使用貸借権を設定するものです。続きまし

て・・・（第 4 号へ） 

【議案第 4 号、農用地利用配分計画（案）に対する意見について】 

＜田中事務局次長＞ 

農用地利用配分計画（案）については、議案第 3 号で集積を決定した農地につい

て、農地中間管理機構から受け手へ利用配分を計画するもので、すべての農地につ



いて認定農業者等、農地中間管理機構より位置づけられた担い手へ配分されます。 

詳細は議案書の同じく 13 ページをご覧ください。 

農事組合法人Ｔ営農へ 3 筆、5,120 ㎡について 10 年の使用貸借権を設定するもの

です。 

所有者もしくは相続人代表者と農地中間管理機構との間、および農地中間管理機

構とＴ営農との間ではそれぞれ事前合意がなされておりますが、農業委員会は意見を

述べることができますので、皆様のご意見を伺いたいと思います。 

＜宮島会長＞ 

それではまず議案第 3 号の事業の集積計画につきまして、何か質問ご意見のある

方の挙手をお願いしたいと思います。ないようですので採決したいと思います。賛成の

方の挙手をお願いしたいと思います。(全員挙手)はいありがとうございました。 

続きまして第 4 号の利用配分の経過措置について何か質問、ご意見のある方は挙

手をお願いしたいと思います。ないようですので採決と思います。賛成の方の挙手を

お願いしたいと思います。はいありがとうございました。 

【議案第 5 号、非農地の承認について朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

1 番、非農地証明書の交付申請であります。 

詳細は議案書 15 ページ、地図は 16 ページをご覧ください。 

東京都文京区…番にお住まいのＵさんが所有いたします 

大字伊那富字下川原…番、地目は田、面積 301 ㎡について申請がありました。 

理由といたしましては、申請地は平成 25 年に相続にて取得しましたが、農地への

進入路がなく、以降管理もできずに長年放置されている状況のまま現在に至ってお

り、農地に復元するのは容易ではなく、農地として利用される可能性もないことから、

辰野町農業委員会非農地証明事務取扱要領の証明基準に該当し、非農地とすること

はやむをえないものと思われます。 

この件につきましては、上島委員、大井田推進委員にご確認いただいております。 

＜大井田推進委員＞ 

本件は 12 月の 17 日にＵさんの代理申請者Ｖさんから話がありまして、まず 2 人で

現地を確認しました。その後 18 日に上島委員と私の 2 人で、もう一度確認をしており



ます。 

地図を見ていただければわかる通り、すごい三角地で現在は説明もありましたよう

に、水路がもう枯れて無くて、入口も狭く、使うに非常に困難な田んぼというか畑、田。

現在は荒れ地状態で葦も大きく育っちゃっていてというようなところで、この後どうする

のかっていう。原野申請はいいんですけど、その後はこの地図の隣の隣のＷさんがも

う全部隣の家も含めて全部買い取りたいというような話になっております。特に原野を

申請してよいと思います。よろしくご審議のほどお願います。 

＜宮島会長＞ 

はい、ありがとうございました。それではこの件につきまして何かご質問ご意見のある

方は挙手をお願いしたいと思います。はいどうぞ 

＜飯澤委員＞ 

これは平成 25 年からっていうそういう事情については理解できるわけですけれど

も、本来であれば、4 条で許可申請をして許可を得てっていうのが本来であると思いま

すが、この辺が形骸化してきてしまう恐れがあるんですよね。非農地証明ですべて許

可してしまうって場合、その辺についてどうなのかなっていうちょっと単純に思ったんで

すけど、それについて非農地の基準ですとか説明をちょっと補足していただければあ

りがたいですけど。 

＜事務局 中澤＞ 

本来非農地っていうのは、例えば災害とかでもうとても石とかのがれきとかが来て農

地にはならないところであったり、あとは例えば山林だったらもう完全に山林に吸収さ

れて抜根してもできないような大木が生えちゃったりとか、そういったところに関しては

非農地証明を出していいよっていう要綱があります。確かに今回のところは相続をして

そのまま何もやらなかったんで荒れちゃったっていう内容なので、本来の非農地証明

とはちょっとずれているのかもしれなくて。これに関してはＵさんの代理のＶさんが何回

か窓口にもお越しになられていろいろと相談と、振興局の方にも相談をしつつ、進入

路がないっていうところで農地としての活用は今後もう見通しはないということ。あと本

来その隣の隣のＷさんところで一体的に買い取りたいっていうお話も聞いていたの

で、3 条での所有権移転っていうお話もあったんですが、買われる方がそこをもう農地

として利用することに今現在に確実性もない中で、農地としての利用をする見込みが

ないっていうこと。管理はしていきますという話は聞いていたんですが、そこは今現状

でも農地としての計画を立てる、営農計画を立てられるような場所ではないっていうこと

もありまして、今回は非農地証明を出してもいいんじゃないかっていう、県の方の意見



もいただきつつ、今回に関しては町として非農地証明を出して法務局の方で地目変更

をしてもらった上で、そのＷさんから一体的に所有権を移転して買ってもらいましょうと

そういう話になったんです。 

＜根橋推進委員＞ 

図面見ると進入路は書いてあるんだけど、現状では無いって言うことですよね。だけ

ど原野だから侵入できるわけですよね。ちょっとその辺が解せないところです。どうして

4 条の申請をして許可申請しないのかってことがちょっと理解できないんですけれど

も。これを認めてしまうと、今後もこういった問題については転用の許可申請書そのも

のが形骸化されていってしまう恐れがちょっと心配になってしまうんですけれども、その

辺は振興局のほうはそれでもいいって言うことですかね。 

＜事務局 中澤＞ 

あれですね、4 条じゃなくて 3 条ってことですよね。農地として所有権を移転。 

＜根橋推進委員＞ 

じゃなくてこれを原野にするわけですよね、田んぼから。だからＵさんは 4 条申請を

すればいいだけの話だと思うんですけど。 

＜事務局 中澤＞ 

あのＷさん自身がそこを一体的に買われるっていうのは実はまだ確実ではないです

よね。 

＜根橋推進委員＞ 

それは 5 条ですよね・ 

＜事務局 中澤＞ 

そうです。ただそこに 4 条でＵさんがそこを何にするかっていうところなんですよね。 

＜根橋推進委員＞ 

それ原野だけはっていうのは難しい。 

＜事務局 中澤＞ 

難しいんですよ。どうしても地目が田である以上 3 条での移転か、何か工作物であ

ったり、そういったものがあった上での 4 条か、いずれＷさんに売るんだったら 5 条で

やるとかそういうやり方もあるんですけど、そこら辺が全くそっちの方の計画がないって

いうことなので、もう手としては 3 条かもう非農地しかなかった。それでどうしようかなっ

てなったときに 3 条ではもうちょっと取得はできない。そうなるともう手は非農地しかな



いっていうところで。 

＜根橋推進委員＞ 

わかりました。 

＜宮島会長＞ 

他に質問ご意見ありますか。ないようでしたら採決したいと思います。賛成の方の挙

手をお願いしたいと思います。(全員挙手)はい、ありがとうございました。 

【報告事項】 

 ＜田中事務局次長＞ 

それでは報告事項です。 

（１） 農地法第18条第6項の規定による届出について、合意解約計5件、議案書の16ペ

ージの通りであります。添付書類含め完備しておりましたので、事務局長専決によ

り書類を受理いたしました。 

報告事項は以上でございます。 

（閉会） 

＜野澤代理＞ 

今日は大変議題が多くて慎重審議ありがとうございました。あと 2 ヶ月でありますけ

れども、悔いのないよう、最後の開催と思いますので、今後とも気を付けて農業委員会

活動に向けて活動していきたいと思います。これで閉会いたします。お疲れ様でした。 

 

この議事録は、事務局が作成したものであるが、内容が正確であることを証するため、

これに記名押印する。 

 

令和  年  月  日 

会   長                 印    

議事録署名人              印    

議事録署名人              印    

 


